
 文教大学健康栄養学部の授業

  疫学の原理と現状 松村 康弘
2年生 春学期（3セメスター）週1コマ

疫学 ～病気の原因を探り、健康の保持増進に役立てる～

－謎解きの方法論を体系的に学ぶ

公衆衛生学は、人々がどのような健康問題をかかえているかを把握して、その原因を追究し、問題
の改善を行うための社会制度を考案・実現していくものです。したがって、公衆衛生学の3本柱は、
疫学（問題発見や原因追及の方法論）、教育（人々が自分自身の健康を保持増進することができるよ
うにエンパワーする）、行政（医療・健康政策立案および組織としてそれらを実施）と言われます。

その中で、健康問題を発見したり、その原因を追究する疫学は大変面白い学問であります。栄養に
関連した疫学研究の成果には、EPA（エイコサペンタエン酸）の心臓病予防効果の発見（デンマーク
エスキモーの研究：1960年代）、脚気予防に関する高木兼寛（慈恵医科大学の創始者）の洋上実験な

どがあります。疫学の原理と現状の授業を理解すると最終的には、以下の表の意味を読み取れるよう
になるはず？

※上記以外の科目

• 公共保健政策論（2年生秋学期・週1コマ）：わが国の主要疾患の状況、生活習慣の現状を踏ま

えた上で、保健・医療・福祉制度の現状はどうなっているのか、どうあるべきかを考える。

• 公衆栄養学Ⅰ・Ⅱ（3年生春秋学期・週1コマ）：公衆衛生学の栄養に特化した科目である。

• 公衆栄養学実習（3年生秋学期・週2コマ連続）：公衆衛生学、公衆栄養学に関連した情報の検
索・収集・まとめを行う。その際、統計学的方法を用いたデータ解析を、SPSSというコン

ピュータソフトを使って行う。
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